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郷土料理のストーリーの伝承について
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『旅と暮らしと食さんぽ』
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■活動背景 ①

高齢化率 50％超

高齢化

人口減少

平成26年 5,109人
→ 令和 6年 3，600人（概ね）

第２次甑島ツーリズムビジョンより



観光の課題

■活動背景 ②

島の日常にスポットを当て、
暮らしを見つめることで地
域の特徴やその背景にある
「ものがたり」を紹介



調
査

甑島の食文化は

島の限られた食材の中で工夫してつくりあげ
られたものではないか

同じ島内でも各地域の歴史的な背景や暮ら
しによって違いがあるのではないか

STEP-1

■活動内容①

島には、「すす文化」があるけれど、各集落で違いがある！
「すす」を手掛かりに食文化について調べてみてはどうか？

「すす」ってなに？

発表者

インタープリター



＜旅の演出チーム＞
インタープリター

（人と自然を結びつける役割）

＜食文化チーム＞

交通機関
島の所長

観光ガイド ツアーガイド コンサル

島くらし 島外くらし

属性説明

管理栄養士

甑の旅ソムリエ協議会

漁 師

甑島郷土料理研究会

発表者

■甑島の食文化ストーリーの活動を支えるメンバー
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■活動の全体イメージ

日常

非日常



■甑島の食文化ストーリーの取組み

令和3年度 文化庁
「食文化ストーリー」創出・発信モデル事業
歴史・暮らしの中ではぐくまれてきた甑島の食文化調査

令和4年度 環境省
令和３年度（補正予算）国立・国定公園の利用拠点の魅力創造による地域復興推進事業

海の「自然体験」と「食文化」の「選ばれる離島」プログラム事業

令和4年度 鹿児島県共生協働事業
甑島の食文化継承による地域づくり事業

調
査

検
証

令和5年度 令和6年度 甑島ツーリズム推進協議会
郷土食・ローカルフード発信事業

実
施

STEP-1

STEP-2

STEP-３

甑島郷土料理研究会の発足



■活動内容② 調査／島で出会った「すす」



■活動内容③ 食の発見！



郷土料理の定義

地域の文化や伝統を反映し、特有の食材や調理法を用いた料理のこと

■調査結果① 甑島の郷土料理（食文化）とは



一般的に言われていること

①文化の保存

歴史・気候・地理的条件・食材の入手方法などに

影響を受けて発展する料理は、

地域社会のアイデンティティを維持し、次世代に伝える手段となる。

②食材の利用

地域の農産物・漁獲物などが活用され、地域経済を支えること

また、地域食材の活用は、

環境負荷を軽減する一因にもなる。

③ 健康増進の促進

地域の気候や生態系に適した食材を使用した郷土料理は、

そこで暮らす人にとって栄養的で健康によい可能性がある。

伝統的な調理法や食材の組み合わせは、

地域の健康に適したバランスを保っている。

■食文化継承のポイント①



人口減少・高齢化が進む中で、島の人だけでは継承が難しくなっている。

→ 島の外のひとの力を借りてみよう！

④ 観光・体験・交流

観光資源としても有効

旅は、非日常を味わうことが醍醐味

島の暮らしの日常を提供することで、旅人は非日常を味わうことができる

また、島の郷土料理を楽しむことは、異文化交流につながる

■食文化継承のポイント②



郷土料理は

地域社会や文化の重要な一部として保存され

広く楽しまれるべき

さらに、地域資源として活用する（活用される）べき

■食文化継承のポイント③

特色ある食文化の継承・振興に取組み、

その文化的価値を伝える「食文化ストーリー」の構築・発展により

地域経済の循環が生まれ、暮らしを豊かにし、地域づくりにつなげる



■食文化ストーリーのしくみづくり

「機会」をつくる

料理をする機会

食べる機会

伝える機会

発信する機会

繰り返し取り組む

検
証

STEP-2

島の外からの力を借りて
島の人の誇りとなるしかけ









■食文化ストーリーのしくみづくり

島のひとたちによる活動

料理をする機会

食べる機会

伝える機会

発信する機会

繰り返し取り組む
実
施

STEP-３





遠くへ行きたいHPより引用









調
査

検
証

実
施

STEP-1 STEP-2 STEP-３

料理をする機会

食べる機会

伝える機会

発信する機会

繰り返し取り組むことにより、誰もに
役割があり、誰もが食文化の担い手
であることを伝えていきたい。

■食文化ストーリー

わたし自身が島の外のひと。
旅に島に出かけているようなもの。そこで感じた魅力を伝え続けたい。



• ご清聴ありがとうございました

2024.11.06


